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条 幅 規 定 参 考 手 本　　― 1 月末日締切―
	

〈	

楷　

	

書	

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

	

〈	

行　

	

書	

〉

井
之
上　

南　

岳　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
布
衾
絮
薄
堪
伸
脚　

紙
帳
花
寒
不
結
趺
」

□
壽
酒
春
偸ぬ
す

む
青せ
い

竹ち
く

葉よ
う

、
仙せ
ん

源げ
ん

寒
は
譲
る
碧へ
き

桃と
う

花か

。（
王
道
昆
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 1 月末日締切―

清　

原　

大　

龍　

先
生
書

　

め
で
た
き
を
祝
す
酒
の
竹
葉
は
春
の
さ
き
が
け
を
な
し
、
仙
人
の
住
む
仙
源
の
寒
気
は
碧
桃
花
に
譲
っ
て
暖
か
い
の
で
あ
る
。
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 1 月末日締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

山　

本　

飛　

雲　
先
生
臨

□ 

高
き
や
尓に　

農の

本ほ

り
て
み
れ
盤は　

介け

ふ
り
た
つ　

多た

み
の
可か

万ま

登と

八は　

耳に

き
者は

ひ
二に

遣け

里り　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
七
〇
七　

仁
徳
天
皇
御
歌
≫

　

  

高
き
屋
に　

の
ほ
り
て
見
れ
は　

煙
た
つ　

民
の
か
ま
と
は　

に
き
は
ひ
に
け
り

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
温
彦
博
碑 

在
乎
經
國
大
業
之
始
以
親
喪
去
官
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
縦・
の・
み・
）	（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

「
春
大
河
花
の
月
の
夜
」　

土
岐
善
麿
訳　
　

春は
る

大お
お

河か
わ　

潮う
し
おは

海
へ　

平た
い

ら
に
つ
ゞ
き
海
の
上　

月
さ
し
出い

ず
る
や　

潮う
し
おと

と
も
に

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　田　成　美 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月	
交互の掲載となります。

□ 

「
和
而
励
」（
わ
し
て
は
げ
む
）

　
お
互
い
の
よ
さ
を
認
め
、

　
　
　
　
　
　
　
励
ま
し
合
う
こ
と
。

 

北
海
道
教
育
大
学
附
属
旭
川
小
学
校
の
職
場

訓
の
ひ
と
つ
。

 

・
付
記
　
聖
徳
太
子
は
「
十
七
条
憲
法
」の

 

第
一
に
「
以
和
為
貴
」（
和
を
以
っ
て
貴と

う
とし

 

と
為な

す
）（
和
こ
そ
貴
ぶ
べ
き
徳
で
あ
る
）

 

と
こ
の
句
を
揚
げ
て
い
る
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
慶
賀
を
以
っ
て
善
と
勧す

す

む
。

　

慶
び
祝
っ
て
恩
賞
を
賜た

ま

い
、
善
を
行
う
よ
う
に
す
す
め
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
儉
者
心
常
富
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月	交互の掲載となります .

吉　田　成　美  先 生 書

半 紙 規 定 参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
慶
賀
を
以
っ
て
善
と
勧す
す

む
。

　

慶
び
祝
っ
て
恩
賞
を
賜た

ま

い
、
善
を
行
う
よ
う
に
す
す
め
る
。

次
号
予
告
「
儉
者
心
常
富
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

小　畠　秋　聲  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月	交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　
「
海
と
母
」　

思
い
出
は
波
の
匂
い
の
よ
う
に　
　

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
の
詩
集
「
お
か
あ
さ
ん
」
か
ら
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　	― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

字
形
を
縦
長
に
と
り
、
横
画
の
筆
圧
の
変
化
や
縦
画
の
シ
ャ
ー
プ
さ
を
表
現
し
よ
う
。

「
瓌
姿
月
舉
」

▽
温
彦
博
碑

半 紙 随 意 参 考 手 本　　		― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　		― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

高
き
や
耳に　

農の

本ほ

り
て
み
れ
盤は　

遣け

ふ
り
多た

つ　

民
の
可か

万ま

と
盤は　

尓に

き
は
ひ
二に

介け

り

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

高
き
屋
に　

の
ほ
り
て
見
れ
は　

煙
た
つ　

民
の
か
ま
と
は　

に
き
は
ひ
に
け
り
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　		― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月	交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　			― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

秋　永　春　霞  先 生 書

≪
実
用
書
≫　
立
春　

雨
水　

啓け
い

蟄ち
つ　

春
分　

清せ
い

明め
い　

穀こ
く

雨う

　

立
夏　

小し
ょ
う
ま
ん満　

芒ぼ
う

種し
ゅ　

夏
至　

小し
ょ
う
し
ょ暑　

大
暑
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　			― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

兵　頭　白　慧  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　	― 1 月末日締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋

永

春

霞  

先 

生 

書

中学２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学生部条幅1/4		参考手本 		　		　― 1 月末日締切―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 1 月末日締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 1 月末日締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
お　
　

に
」

□
「
ね
」
は
二
画か
く

目め

の
〝
む
す
び
〟
は
筆ふ
で

だ
け
を
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
気き

を
つ
け
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
「
か
」
は
三
画か
く

目め

の
位い

置ち

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
腕う
で

全ぜ
ん

体た
い

で
伸の

び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
え
ん
ぴ
つ
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「　

友　

」

□
中
心
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
線
の
方
向
や
強
さ
、〝
は
ね
〟・〝
は
ら
い
〟
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
「
出
」は
一
画
目
を
強
く
、「
発
」は
筆
順
に
気
を
つ
け
、左
右
の
〝
は
ら
い
〟
を
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
知　
　

る
」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 1 月末日締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
近
づ
く
春
」

□
「
希
」は
〝
メ
〟
と
〝
布
〟
の
大
き
さ
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
て
、
横
画
を
伸
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
漢
字
と
平
仮
名
の
文
字
の
大
き
さ
や
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、〝
は
ね
・
は
ら
い
〟
を
て
い
ね
い
に
書
こ
う
。

　

次
号
予
告
「
旅
立
ち
の
朝
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
大
切
な
仲
間
」

□
点
画
の
連
続
や
形
の
変
化
に
注
意
し
、
筆
脈
を
意
識
し
て
リ
ズ
ム
よ
く
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
筆
脈
の
変
化
と
点
画
の
省
略
を
意
識
し
な
が
ら
、
流
れ
の
あ
る
作
品
に
心
が
け
よ
う
。

次
号
予
告
「
新
た
な
目
標
」（
行
書
）
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学
生
硬
筆
部
規
定
参
考
手
本
　
　
　

―
1
月
末
日
締
切

―

とめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

（ゆう）（まち）

あいだをあけるはねる

小学一年
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学
生
硬
筆
部
規
定
参
考
手
本
　
　
　

―
1
月
末
日
締
切

―

とめるななめにはらう

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

二本とも上下の

よこかくにつけるはねる右から左へはらう

小学三年
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学
生
硬
筆
部
規
定
参
考
手
本
　
　
　

―
1
月
末
日
締
切

―

（う）（もと）

まげるとめる

　はたて画に

　　　つける　　 まっすぐ下におろす

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

はねる上にはねる

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生
硬
筆
部
規
定
参
考
手
本
　
　
　

―
1
月
末
日
締
切

―

つき出ない　は一かくで書くはねる 一画で書く

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

中学


